
人口の概況

１　男女別人口

２　年齢別人口

３　人口の推移

（県統計課）

 　－９－　

　本県の人口を年齢3区分別にみると、0～14歳の年少人口は18万2,232人
(県人口の13.2％)、15～64歳の生産年齢人口は79万9,444人(同58.0％)、
65歳以上の老年人口は39万7,254人(同28.8％)となっている。これを前年
の構成比と比較すると、年少人口は0.1ポイント低下、生産年齢人口は0.9
ポイント低下、老年人口は1.0ポイント増加している。

　大正９年には113万6,182人であった本県の人口は、昭和15年まで増加
し、15年～20年には戦争の影響で減少した。昭和20年～25年には、海外か
らの引き揚げやベビーブームに加えて石炭産業の興隆により大幅に増加
し、昭和35年には176万421人に達したが、昭和40年以後、石炭産業の衰退
により、昭和45年まで大幅に減少した。その後、昭和50年から60年にかけ
て増加に転じたが、60年から再び現在まで減少が続いている。

　長崎県異動人口調査による平成26年10月1日現在の本県の人口は、138万
5,570人で、前年に比べて10,891人（0.78％）の減少となった。

　本県の人口を男女別にみると、男性64万7,011人、女性73万8,559人と
なっている。

                  長崎県の人口ピラミッド(平成26年10月1日現在)
 
      男        647,011
     女        738,559
     総数  1,385,570
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(単位：千人)

22～27歳：就職
による若年層の
流出

68,69歳：終戦前後に
おける出生減

65～67歳：昭和22
～24年の第一次ベ
ビーブーム

48歳：昭和41年
の丙午

40～43歳：昭和46
～49年の第二次ベ
ビーブーム
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